
シソ レ

６曲
－

ソ

気を付け

ﾌｧ

ド

Ｇ７

ド

７曲

4

動物の歌

５曲

６曲

５曲

8

鳥の歌

2

22

７曲

ド

ド

ミ

ミ

ソ

ド

左 右

正式　

簡略ド ソ シ

ソ

礼

ﾌｧレ

シレソ ﾌｧソ

1

and evening is nigh

10

「童謡・唱歌２１３曲」の中から、さらに選んだ曲です。

a fireplace,a cosy room

Blue Heaven

６曲

7

７曲

3 ３曲

秋田民謡２

ソ －
vv

ミ

曲数を減らした代わりに、歌詞を載せました。

６曲

近づく

６曲

幼児向けの曲を減らしました。

６曲

おまけ

雨の歌

３曲

19

３曲

５曲

６曲

15

秋の歌

5

6

異曲合唱曲日本の歌１

外国の歌２

４曲

秋田民謡１友だちの歌

18

冬の歌

14

11

歌声喫茶の歌

ド

v

打

ソ

39この道

ド－

－

－レ

ソ

10いつでも夢を

ド

69涙そうそう

ミ

ド ソ

11犬のおまわりさん

65ドレミの歌

59チューリップ

ミ

ミ

ミ

昭和３年　大ヒット

ド

カップリングでレコード化

☆

私の　青空

０

日暮れて　たどるは アラビアの唄との

狭いながらも　楽しい我が家

Ｇ

夕暮れに　仰ぎ見る

Just Molly and me

Will lead me to my

13うみ

ソ レ

☆

－

We're happy in my

A little nest that nestles

我が家の　細道

輝く　青空

ド

－ド－
v

ソ

Ｇ Ｆ　おもいで

ミ－ ドレ

ド ソ

Ｃ

ソド

ド

v
ドド

ミ

直れ

Ｃ

ミド

ミ

ドド

ドミ ド

ドソ

レ －－ソド －

ドド

ド

ソ

ソ

ﾌｧソラ
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ソ　ﾌｧ　ソ

Ｃ

倒

－－

ソ

ソ

堀内敬三

ミ

－－

－

ドシ ミ

－

レ

この他に下記もある。

－

ラ

Ｃ

シ

シド
v

レ

ラ ソ

レ－

ミッチミラー合唱団

榎本健一

ソ

シを上にすると、きれいな音になるらしい。

ミ⇒レ⇒ミ

Ｃ

ソ ド

Ｃ⇒Ｆ⇒Ｃ

ラ ミ ミラ

ド ソ

ソ

ド－
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ソ

ミ

17

16

外国の歌１

０

20

ミ－

シ－ ソ

ド －ラ レミ

－

日本の歌２

７曲

春の歌

夏の歌

日本の歌４

６曲

Blue Heaven

a little white light

Blue Heaven

where roses bloom

and baby makes three

６曲

花の歌 ６曲

日本の歌３７曲

21

母と子の歌

9 子守唄
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－
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ﾌｧ
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ド ラシ
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ミ
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－
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ソ
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－

－－

－

－ －

ド

ド

ﾌｧ

愛の灯影の　さすところ

ミ

て

ﾌｧド ド

っ

レ

の

v

－た

ソ

や

ラ

い っを

ぎ

Ｇ

こ

を

レ

－ －まな の

ん

－

－

さ － －

ミ

－

ド

を－

み

て

く

ひ

わ き ぞ

－

－

面

いた －込 －ち－ て

はの じ

－て －撃

白 －か

き

ら － にひ えす －

レ

うたで

めヤデ

せ

攻

渡

手 －

Ｃ　4/4　120　むすんでひらいて　みわたせば　戦闘歌

は

ソ

ド

デー ｲｰｽピバ ト ハｯ－ｩ ユー

お －め －め う

ハｯ

と

世界で一番歌われている歌として、ギネスブックに載っている。

○

ｰｽデバｯピ ｰｲ ｩｰ －ト ユ －デー ｲｰｽピバ －○ ハ－○さん

－

－

ソ

ま

るこ －

－ヤ

せ

て

に

む ん

－ド ソ

ら

－て し

－す

めで とん ○ でお － お －さんお う － －ー でた－ び とじょう

53世界に一つだけの花

31汽車

51スキー

94椰子の実

70夏の思い出

67とんぼのめがね

歌劇⇒讃美歌⇒1881唱歌「見渡せば」⇒1895軍歌「戦闘歌」⇒1947童謡「むすんでひらいて」1752年の作。

29からたちの花

73花

おまけ

童謡・唱歌　１２３曲　（歌詞入り）

36高校三年生

54ぞうさん

32汽車ポッポ

須田喜久

30川の流れのように

21おはなしゆびさん

26風

48時代

17大きな栗の木の下で

79春が来た

55早春賦

95夕日

38秋桜 41さくら貝の歌

43サッちゃん

1仰げば尊し

「日本の歌１００選」の内、「童謡唱歌集２１３曲」には載せていない４３曲です。

46叱られて

19おかあさん

23思い出のアルバム

89虫の声

注　１００選ですが、実は１０１曲選ばれています。

81ふじの山

結果、戦争の影の多さに驚かされました。

（喜納昌吉）

曲の製作された年といきさつを、できるだけ調べました。

でもいけそう。

75花の街

42さくらさくら

101われは海の子

68ないしょ話

77浜千鳥

50ずいずいずっころばし

ミ

－

ミ ラミ

ド

v

v
Ｆ　ウエストミンスター寺院の鐘

(ｽｲｽ)
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ﾌｧレ ソミ ラ
v

レ ミ

ソ ミﾌｧ

－ レ

ミソ

落ち着く

24おもちゃのチャチャチャ

レ レ

☆

ド

vv

文部省唱歌

ラ

ミ

ら

ド

90/100選

ミ
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22朧月夜

－

－

ば

の

や けせ

と 崩ひ

る

い

弾

ハ

ん

まる き

ぜを

－

ス ぞ大

せ

たたば

せ

る来た寄見

み なり

せて

き

め

ミソ

倒ぐイ

ﾌｧ

て

4朝はどこから

92めだかの学校A turn to the right

巣

恋しい　家こそ

57小さい秋みつけた

－

18大きな古時計

手 手て

40こんにちは赤ちゃん

I'll see a smiling face,

87見上げてごらん夜の星を

74花

62手のひらを太陽に

When whippoorwills call

I hurry to my

61翼を下さい

86牧場の朝

繰り返し

夜鷹

－や

い そ打

撃ちび

－－

－ と

軍

8あめふりくまのこ

2赤い靴

28かもめの水兵さん 35こいのぼり

33今日の日はさようなら

「童謡唱歌集２１３曲」から削除した、「日本の歌１００選」の１８曲です。

む

9いい日旅立ち

で

5あの町この町

37荒城の月

ミ ド－ ラソシ ド －

ヒル姉妹　ｱﾒﾘｶ

シラ レ レドソ ミソ ﾌｧソ ソ ドラ ﾌｧ－ソ －－ド
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大正２年　第５学年用。

「こいのぼり」という曲もある。
屋根より高い～と歌う

空に躍るや　鯉のぼり

豊かに振るう　尾ひれには

百瀬の瀧を　登りなば

わが身に似よや　男子と

３

物に動ぜぬ　姿あり

たちまち龍に　なりぬべき船をも呑まん　様見えて

開ける広き　その口に２

おのこご

ももせ

大正１２年作曲。

大正８年作詞。

２

遊べ遊べと　ささやきながら

えびやめだかや　小ぶなの群れに

今日もいちにち　ひなたで泳ぎ

春の小川は　さらさらいくよ

最新の歌詞は昭和２２年のもの。

大正元年　第４学年用。

歌詞は２度変更された。

v
山男山女の間では有名な曲。

ミ

あかねだすきに　菅の笠

せんだんのこと。おうちとは

明治２９年作。

５月初旬に咲く。

白く小さく肉厚。

レ

平年なら５月１日が多い。

ミﾌｧ

あれに見えるは　茶摘みじゃないか

v
レ

昭和２１年

八十八夜は、立春より数える。

０
v

文部省唱歌

ミ
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ソソ ミ
v

ド
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０
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レ
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v
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ミ
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０
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レ
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v
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ミ ０
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摘まにゃ日本の　茶にならぬ
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ソ
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ミ

－

ﾌｧ

ミ

１

重なる波の　中空を

甍の波と　雲の波

-

レ

ミ

v

ちまきたべたべ兄さんが　計ってくれたせいのたけ

－

v

柱の傷はおととしの　五月五日のせいくらべ

きのうくらべりゃ何のこと　やっと羽織の紐のたけ

橘かおる　朝風に

０

１

摘めよ摘め摘め　摘まねばならぬ

雪の帽子を脱いでさえ　一はやっぱり富士の山

ソ

２

雲の上まで顔出して　てんでに背伸びしていても

高く泳ぐや　鯉のぼり

柱にもたれりゃすぐ見える　遠いお山もせいくらべ２

ド

心のどかに　摘みつつ歌う

０

日和つづきの　今日この頃を

野にも山にも　若葉が茂る

v
ド

ラ ソド

ラ ミ ミド

ソ

v
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夏も近づく　八十八夜
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ソ
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０
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ラ
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52/100選
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ソ
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立春は、２月４日が多い。
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ミ

ラ

－

ソ

ドソ

80/100選
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ドド

ド

ラソ

ソ ソ
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ソ

春の小川は　さらさらいくよ

ミ ソ

１

レ ミ

姿やさしく　色うつくしく

ラ

岸のすみれや　れんげの花に

－

レ

ミ

Ｃ　4/4　110　春の小川

咲けよ咲けよと　ささやきながら

レ

高野辰之

ミ

ラ －ド

ソ ラ
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ソ

レ ミソ

ソ

ラ

ミ

ラ
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－ ０ミ ミ

ドミ
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今日はたのしい　ひな祭り
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ラ
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－ － － ０
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お内裏様と　おひな様２

よく似た官女の　白い顔

金の屏風に　うつる灯を

二人ならんで　すまし顔

お嫁にいらした　ねえ様に

あかりをつけましょ　ぼんぼりに

すこし白酒　めされたか五人ばやしの　笛太鼓

お花をあげましょ　桃の花

なによりうれしい　ひなまつり

３

赤いお顔の　右大臣

１

今日はわたしも　はれ姿

４ 着物を着かえて　帯しめて

何時か来た丘　母さんと

一緒に眺めた　あの島よ

かすかにゆする　春の風

１ ほたるの宿は　川ばたやなぎ

v

３

やなぎおぼろに　夕やみよせて

卯の花とは

v

やさしい母さん　思われる

v v
春のやよいの　このよき日

v

今日もひとりで　見ていると

v

ホ　ホ　ほたるが　灯をともす

ソ
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ソ
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おも　の意味は？

ソ

花も、きれいとは言い難い。

黒百合の花には悪臭がある。

レラソ

ミ
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秋田のわらべうた

小山作之助

おこたりい－さむる　夏は来ぬ
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ソ

シ
v

ミ

－

たまなえ植うる　夏は来ぬ

レ

ソ
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Ｇ　4/4　88　どこかで春が
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レ

ソ
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しのびねもらす　夏は来ぬ
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さみだれの　そそぐ山田に２
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水も飲まない。

ド-０
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黒い煙を　はきながら
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山の三月　東風（こち）吹いて　どこかで春が生まれてる

波に揺られて　島のかげ

ソ

－

ド

Ｇ 88/100選

－

蛍は食べない。

－

ソ

汽笛がぼうと　鳴りました

なつかしの岳人　やさしかのきみ

２

どこかでひばりが　鳴いている　どこかで芽の出る　音がするどこかで春が　生まれてる　どこかで水が流れだす

レ

白樺にもたれるは　いとし乙女か

レ

ド

１

なつかしの岳人　やさしかのきみ

アルプスの恋唄　心ときめくよ

星が降るあのコール　グリセードで

アルプスの黒百合　心ときめくよ

あの黒百合の花を　胸にいだいて

ミ

はるかに見える　青い海

v
Ｃ

みかんの花が　咲いている１

-

２

お船がとおく　霞んでる

ソ－ラ

レ ド

レ

ソ ドラ

あの人は来るかしら　花をくわえて

ミ

思い出の道　丘の道 お船はどこへ　行くのでしょう

ー０ ２

夏の歌春の歌

２ミ

０

ミ ４

ソ

正規の調

ミ ソ
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そよぐやなぎに　ほたるがゆれて

川原のおもは　さつきの闇夜
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百田宗治
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☆印は讃美歌
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この調で吹く。

ミ

ラ ミソ

０ ミソレ

ホ　ホ　ほたるが　飛んで行く

アジサイ科。
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タニウツギは別種。
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Ｃ

ソ

ミ

草川信
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－
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Ｂ　6/8　140　みかんの花咲く丘

ウツギのこと。

ド ラ

昭和１０年作詞　昭和１１年作曲。
川風そよぐ　やなぎもそよぐ

昭和１６年　２年生用。

３

むれてほたるの　大まり小まり山の三日月　かくれるころは

５～７月白い花。

ホ　ホ　ほたるが　飛んで出る

レ

大正１２年作詞。

ー

レ

ＮＨＫの番組用に作成。

かなたこなたに　友よびつどい

子供に理解できるよう、春風とかそよ風とする場合も多い。

かど
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歩き始めた　みいちゃんが

春よ来い　早く来い

おんもへ出たいと　待っている

赤い鼻緒の　じょじょはいて

おうちの前の　桃の木の

はよ咲きたいと　待っている

蕾もみんな　ふくらんで
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大正１２年３月　発表。

３

かへり咲きの　花も見ゆ

げに小春日の　のどけしや

人は畑に　麦を踏む

居並ぶ子供は　指を折りつつ

囲炉裏火は　とろとろ

日数かぞえて　喜び勇む

舟に白し　朝の霜

さ霧消ゆる　湊江の ２１

それと分かじ　野辺の里

もし灯火の　漏れ来ずば

時雨降りて　日は暮れぬ

嵐吹きて　雲は落ち
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降っては振っては　ずんずん積もる

２

外は吹雪

春の遊びの　楽しさ語る

犬は喜び　庭駆けまわり

烏啼きて　木に高く

山も野原も　綿帽子かぶり

１

いまだ覚めず　岸の家

ド

枯れ木残らず　花が咲く

降っても降っても　まだ降り止まぬ

猫はこたつで　丸くなる

ただ水鳥の　声はして
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明治４５年

レ

ミ

ミ

ド ﾌｧ

- ド -ミ レ

-

ミ ド

ミ

ラ -ド レ

0

文部省唱歌
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ラ
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外は吹雪
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元の歌詞

囲炉裏の端に　縄なう父は

明治２７年７月～２８年３月

囲炉裏火は　とろとろ

尋常小学唱歌３。

耳を傾け　こぶしを握る 日清戦争。

日露戦争。明治３７年２月～３８年９月

ミ

居並ぶ子供は　眠さを忘れて

v
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過ぎし昔の　思い出かたる
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レ 大正２年　第５学年用。
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明治４４年　尋常小学唱歌２に初出。

星月夜という詩の、３番と４番を削除し新たに３番を追加した。
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子供が帰った　あとからは２
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とんぼをかろく　休ませて
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夕焼け小焼けで　日が暮れて

とまっているよ　竿の先

１

どんぐりころころ　喜んで

カラスといっしょに　かえりましょう

v

１

お池にはまって　さあ大変

１

おててつないで　みなかえろう

ラ

しばらくいっしょに　遊んだが

小寒い風に　ゆれながら

泣いてはどじょうを　困らせた

やっぱりお山が　恋しいと

空にはきらきら　金の星

小鳥が夢を　見るころは

遠い山から　吹いてくる

ミ

v

どじょうがでてきて　こんにちは

まるい大きな　お月さま
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ミ
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０

夕焼け小焼けの　赤とんぼ

ぼっちゃん一緒に　遊びましょう

２

ソ

ミ
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どんぐりころころ　どんぶりこ

気高く清く　におう花

ラ

松をいろどる　楓や蔦は

濃いも薄いも　数ある中に

２

－

きれいな野菊　うすむらさきよ

レ

秋の夕日に　照る山もみじ１

夕焼け小焼けの　赤とんぼ１ ４

負われて見たのは　いつの日か

波にゆられて　はなれて寄って

渓の流れに　散り浮くもみじ

水の上にも　織る錦

赤や黄色の　色さまざまに

ソドソ シラミ

Ｃ　2/4　80　どんぐりころころ
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ラ －

ソ

ミ

－ミラ レ

ミ
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56/100選
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ミ
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Ｃ　2/4　88　たき火

v
ミ

あたろうか　あたろうよ

v

v

焚き火だ焚き火だ　落ち葉炊き

山のふもとの　裾模様

あたろうか　あたろうよ

昭和20年ＮＨＫが引き上げ者を励ますラジオ番組用に作った。

大正１０年ん作詞　昭和２年作曲。

ああ　かあさんと　ただ二人

栗の実煮てます　いろりばた

２

栗の実食べては　思い出す

あかるいあかるい　星の空

ああ　とうさんの　あの笑顔

１

鳴き鳴き夜鴨の　渡る夜は

しずかなしずかな　里の秋

大正時代に作られ、

昭和１７年

載せられ、広まった。

たに

大正１２年　作曲。

焚き火だ焚き火だ　落ち葉炊き

開戦の翌年

大正８年　作詞。

明治４４年　尋常小学唱歌二にて発表。

昭和１６年１２月９日、ＮＨＫで放送されるが、数日だけで中止。

教科書に載った。

８日、真珠湾攻撃が行われたため。

昭和２２年　小学校用の教科書に

戦後、あらためて放送される。

上見れば何も見えね　中見でも何も見えね　下見ただて何も見えね

（沿岸部の場合）（山間部の場合）

（猛吹雪の夜、ガードレールにこすった事があります。）



明治４４年作。

＝雨降りお月

＋雲の蔭２番

つの＝やり＝恋矢？

みち

いつのまにか　ひ－－らい－た－

シ

かねがなるかけましょかばんを

雌雄同体

いつのまにか　つ－－ぼん－だ－

でんでんむしむし

３

大正１４年　発表。
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フォーククルセダーズの幻の第２弾シングルとなった。
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根雪をとかす大地のような
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ぼくの母親

冬を愛する人は心広き人秋を愛する人は心深き人

ぼくの恋人

愛を語るハイネのような

３

ぼくの父親

岩をくだく波のような

２

夏を愛する人は心強き人

ぼくの友だち

春を愛する人は心清き人

すみれの花のような
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春夏秋冬愛して僕らは生きている

太陽の光浴びて

明日の世界へ

はるなつあきふゆ

原詩では逆らしい。

昭和３９年作。
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想い出づる故郷雨に風に付けても

如何にいます父母２ つつが無しや友がき

大正３年　第六学年用。
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首里天加那志＝琉球王国様
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話をしながら　おもしろく お弁当　食べましょう
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のぞめば不思議な　星の世界よ

のぞめば不思議な星の世界よ
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川路柳虹

輝く夜空の　星の光よ

山の端近く　月影さして

鳴きゆく声こそ　秋のおとずれくれない燃え立つ　雲間に高く

草の根深く　名知らぬ虫の

ねぐらを指しゆく　名知らぬ鳥の

２

昭和３５年頃

昭和４５年。

逗子開成中学校の１２人。

明治１７年　小学唱歌三。

明治１４年　小学唱歌初編。

１８６８年　讃美歌作曲。

まばたくあまたの　遠い世界よ

きらめく光は　玉か黄金か 宇宙の広さを　しみじみ思う
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いざその星影　きわめも行かん１

いざ棹させよや　窮理に船に

「星の界（よ）」杉谷代水

雲無きみ空に　横とう光

３拍子が正しいようです。

訂正

私はこれを、中学校で習ったような気がします。
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意外とハモったり、逆に全くハモらなかったり。

８４２１体操

小さな世界

ミミラシ

ドｰﾗソソ

世界中どこだって

秋の夕日に　照る山紅葉紅葉

ﾐﾌソミド

春高楼の　花の宴

ストレッチ体操 骨太体操

どんぱん結んで開いて

荒城の月

蛍の宿は　川端柳ほたる

前の人が言ったものに一つ足す

ミーーミミーレミ　ソーーソラーソー　ミーーソミーレー　ドーーーーーーーソーラソミードー　レーーミレーーー　ラ－ドラソードー　ミーソミレーーー

ゆりかごの歌

ミーミミソーミー　レードドラーーー　ドーラーソードー　レーミードーーー

さーさーのーはー　さーらさらーーー　のーきーばーにー　ゆーれーるーーー

ソーソードーレー　ミーミミミーーー　ミーソーソーミー　ドーミーレーーー

たなばた様

2/4　116

十五夜お月さん　ひとりぼち

シｰﾄミﾐﾄ黒田節

花かげ

ゆーりかごーのー　うーーたをーーー　カーナリヤーがー　うーたうよーーー ねーーんねーこー　ねーーんねーこー　ねーーんねーこー　よーーーーーーー

ラｼﾗシド

おーほしさーまー　キーラキラーーー　きーんーぎーんー　すーなーごーーー

どじょうがでてきてこんにちはーーーぼっちゃんいっしょにあそびましょーーどんぐりコロコロ　どんぶりこーーー　おいけにはまって　さあたいへんーーー秋 2/4　 80

ソーミミﾌｧミレド　ソーミミレーーー　ミミソソララーラ　ドーミミソーーー　 ソソミミﾌｧミレド　ソーミミレーーー　ソーミミララソソ　ララシシドーーー

どんぐりころころ

かーえーるーのー　うーたーがーーー　きーこーえーてー　くーるーよーーー蛙の合唱

2/4　126夏

2/4　 88

ドーレーミーﾌｧー　ミーレードーーー　ミーﾌｧーソーラー　ソーﾌｧーミーーー ド－－－ドーーー　ドーーードーーー　ドドレレミミﾌｧﾌｧ　ミーレードーーー

クワッ　クワッ　　クワッ　クワッ　　ケケケケケケケケ　クワクワクワッ　

ｿﾗｿﾗｿｰﾐｰ雪やこんこ　あられやこんこ雪

昔昔浦島は　助けた亀に連れられて

兎と亀 もしもしかめよ　かめさんよ

浦島太郎
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金魚のひるね
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